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2010年に輸入検疫で発見された主な重要病害虫

海外のニュース　メコン河流域諸国*におけるPhenacoccus manihoti
（英名 cassava pink mealybug）による被害拡大
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キャッサバは我が国ではなじみの薄い作物であ
るが、世界中の熱帯地域で栽培されており、我が国
でも、そのデンプンは食料（タピオカ）や工業用
（チューブ糊）として輸入されている。また最近で
は、バイオエネルギー（エタノール）の原料として注
目を集めており、メコン河流域諸国
でも生産地域や生産量が拡大してき
ている。

コ ナ カ イ ガ ラ ム シ 科 の 一 種
Phenacoccus manihotiは、南米原産で、
1970年代アフリカのコンゴにキャッ
サバ苗木に付着して侵入し、またた
く間にアフリカ大陸の東から西まで
分布を広げ、当地域の基幹作物のひ
とつであるキャッサバへ大被害を与
え、同地域の食料供給に深刻な影響
をもたらした。

メコン河流域諸国の一国のタイで
は、P. manihotiを検疫有害動植物に指
定し侵入を警戒していたが、2008年にタイにおいて初
めて確認され、当地のキャッサバの生産に打撃を与
えている。生産量世界第3位のタイでは、これまでも
キャッサバの害虫として、Ferrisia virgataやPhenacoccus 
madeirensis などのコナカイガラムシは存在していた
が、P. manihotiが新たに侵入・まん延したことにより、
茎葉の吸汁による被害が広がり、その結果、地中の
イモは栄養不足となり単収やデンプン質量が減少し、

2010年、我が国には、貨物70.8万件、携帯品21.8万件、国際郵便物8.9万件、計101.5万件の植物が輸入され
ている。これらの植物からは、我が国が特に侵入を警戒する重要な病害虫が数多く発見されている（下表参
照）。特に、携帯品として約2.4万件の輸入禁止生果実が持ち込まれ、これからの発見が多い。植物防疫所で
は、植物検疫制度の周知、輸入禁止生果実についての広報などを行い、病害虫の侵入防止に努めている。

2009/10年にはそのデンプン生産が3割減となった。
2010年までに、タイ産の苗を使っていたタイ隣

国のカンボジアやラオスのキャッサバ生産地でもP. 
manihotiの発生が確認され、その他のメコン河流域諸
国への被害拡大が危惧されている。

被害の拡大を防ぐため、国連食
糧農業機関(FAO/UN)は、2011年よ
りメコン河流域諸国に対しアフリカ
で被害抑制に成功した実績のあるP. 
manihoti の天敵である南米産の寄生
ハチAnagyrus lopezi（トビコバチ科
の一種）を利用した生物防除のプロ
ジェクトを開始した。この寄生ハチ
は、P. manihotiに卵を産みつけて寄生
することにより個体数を減らす効果
がある。本プロジェクトは寄生ハチ
の大量生産及び放飼技術の向上を目
指したもので、今後の成果が期待さ
れるところである。

＊メコン河流域諸国（カンボジア、ラオス、ミャンマー、 
タイ、ベトナム、中国雲南省）

図 キャッサバ葉に付着するP. manihoti
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